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お読みください！

私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。
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滋賀県立大学生協

理事会前意見交換会
取り組み概要

日時：2020年12月15日（火）
場所：食堂カフェテリア
参加者数や組合員の反応：自分の生活実
感をもとに意見を出していた

POINT.1

滋賀県立大学生協の理事会は学生の理事・監事が11名いますが、
学生の発言が少なく、職員中心の議論にありました。そこで、
もっと学生の発言を増やし、学生と職員で議論ができる理事会に
したいという専務の想いから理事会前の30分に学生の理事・監事
と協議事項について意見交換をしました。
12月の理事会の協議事項は「2021年度の活動方針」について

で、大学生活を過ごす上で困っていること、生協店舗への要望な
どの議論ポイントを用意し、話し合いました。実際に学生理事か
ら生協店舗のこういうところが使いにくいなどの意見が出ていま
した。また、参考資料として2020年度の総代会議案書と2020年
度の学生生活実態調査が用意され、他の組合員の意見・要望をも
とに議論をしていまいした。
理事会前に協議事項について議論することによって、事前に学

生同士が話し合い、理事会で学生からも発言が出るようになりま
した。学生の発言に対して職員も意見を出し、活発な議論になり
ました。
理事会の最後に理事長から「学生の声で来年度の滋賀県立大学

生協をつくっていきたい」と話しており、今後も継続して理事会
前に意見交換会を開いていくそうです。

学生の生活実感をもとに意見交換

POINT.2

背景や概要：理事会で学生の発言が少な
い現状から、専務の提案により理事会前
の30分で協議事項について意見を出し
合った

【理事会で報告・了承事項がしっかりと共有されていますか？】

滋賀県立大学生協の理事会では月ごとの決算報告、事業活動報告、
学生総合共済給付報告、諸団体活動報告の4点を報告しています。
学生総合共済給付報告については、単月の給付状況とどのような給

付を受ける学生が多いかを報告していました。12月理事会では4回生
が「こころの早期対応」に係る給付を受けたことが共有されました。
理事会の場で給付報告をすることで、組合員の実態を把握することに
繋がり、組合員の現状に合った活動に取り組むことができます。
諸団体活動報告については、生協学生委員会と３つの学生団体の報

告をしていました。報告後にお互いの活動を連携していきたいなどの
意見交換をしていました。

理事会での報告事項
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ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
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